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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和1年12月12日(2019.12.12)

【公開番号】特開2019-187717(P2019-187717A)
【公開日】令和1年10月31日(2019.10.31)
【年通号数】公開・登録公報2019-044
【出願番号】特願2018-82801(P2018-82801)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｆ  13/551    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｆ   13/551    １００　

【手続補正書】
【提出日】令和1年9月27日(2019.9.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　廃棄用テープを引っ張る際に、おむつ１外面からの固定部１２の剥離を抑制する観点か
ら、伸長部１５が伸長を開始する引張強度Ｐａは、おむつ１と固定部１２との間の剥離強
度Ｐｇより低いことが好ましい。上記の効果をより確実に奏させる観点から、伸長部１５
が伸長を開始する引張強度Ｐａに対するおむつ１と固定部１２との間の剥離強度Ｐｇの比
率（Ｐｇ／Ｐａ）は、好ましくは３以上、より好ましくは４以上であり、また好ましくは
８以下、より好ましくは７以下であり、また好ましくは３以上８以下、より好ましくは４
以上７以下である。伸長部１５が伸長を開始する引張強度Ｐａは、前述した〔伸長部を伸
長させる方法〕により測定される。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
＜３１＞
　前記伸長部が伸長を開始する引張強度は、前記使い捨ておむつと前記固定部との間の剥
離強度より低い、前記＜１＞～＜３０＞の何れか１に記載のパンツ型使い捨ておむつ。
＜３２＞
　前記伸長部が伸長を開始する引張強度Ｐａに対する前記使い捨ておむつと前記固定部と
の間の剥離強度Ｐｇの比率（Ｐｇ／Ｐａ）は、３以上、好ましくは４以上であり、また８
以下、好ましくは７以下である、前記＜１＞～＜３１＞の何れか１に記載のパンツ型使い
捨ておむつ。
＜３３＞
　前記固定部は、前記使い捨ておむつの周縁域に位置する低剛性領域よりも内側に位置す
る高剛性領域に配されている、前記＜１＞～＜３２＞の何れか１に記載のパンツ型使い捨
ておむつ。
＜３４＞
　前記使い捨ておむつは、吸収性コアを備えており、
　前記固定部の長手方向内方側が吸収性コアと重なっている、前記＜１＞～＜３３＞の何
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れか１に記載のパンツ型使い捨ておむつ。
＜３５＞
　前記腹側部から前記股下部を介して前記背側部に延びる方向を縦方向、及び該縦方向に
直交する方向を横方向としたときに、前記使い捨ておむつは、前記縦方向に伸縮する伸縮
部を有しており、
　前記廃棄用テープは、前記背側部に設けられており、且つ前記固定部の前記股下部側の
端部が、前記縦方向において、前記伸縮部より前記ウエスト開口部の開口端側に位置して
いる、前記＜１＞～＜３４＞の何れか１に記載のパンツ型使い捨ておむつ。
＜３６＞
　肌対向面側に表面シートと、非肌対向面側に裏面シートとを有し、これら両シート間に
吸収体を有する吸収性本体を備え、前記縦方向に沿う該吸収性本体の両側部それぞれに、
該縦方向に沿って延びる防漏カフを備えており、
　前記防漏カフは、カフ形成用シートと、前記縦方向に伸長状態で固定された１本又は複
数本のカフ弾性部材とを含んで構成されており、
　前記固定部の前記股下部側の端部と前記背側部の前記ウエスト開口部の開口端との間の
長さをＬ１０とし、前記カフ弾性部材と前記開口端との間の長さをＬ１２としたとき、Ｌ
１０に対するＬ１２の比率（Ｌ１２／Ｌ１０）は、１．０５以上、好ましくは１．１以上
であり、また２．０以下、好ましくは１．７５以下である、前記＜３５＞に記載のパンツ
型使い捨ておむつ。
＜３７＞
　前記固定部の前記股下部側の端部と前記背側部の前記ウエスト開口部の開口端との間の
長さをＬ１０とし、前記レッグ開口部に配された前記弾性部材と前記ウエスト開口部の開
口端との間の長さをＬ１４としたとき、Ｌ１０に対するＬ１４の比率（Ｌ１４／Ｌ１０）
は、１．１以上、好ましくは１．２以上であり、また２．５以下、好ましくは２．２以下
である、前記＜３５＞又は＜３６＞に記載のパンツ型使い捨ておむつ。
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